
南三陸町バイオマス産業都市構想の概要
宮城県南三陸町、人口 約1.5万人、面積 約1.6万ha

震災による甚大な被害の中で、「バイオガス事業」と「木質ペレット事業」を軸に、森里海街の資源ポテンシャ
ルを活かした産業振興と災害に強いまちづくりによる創造的復興を目指す。

①災害に強いまちづくり

②森里海街の資源ポテンシャルを生かした産業振興・雇用創

出

③バイオマス資源の収集から製造・利用まで一貫した自立分

散型社会システムの構築

④ＰＰＰ（官民連携）による地域の社会的課題の解決

１．将来像

①バイオマス利用率
し尿：100%、合併浄化槽汚泥：100%、生ごみ：90%、
有機系廃棄物（産廃）：100%、製材工場等残材：100%、
椎茸廃菌床：100%、林地残材：46%
②再生可能エネルギーの生産量
バイオガス：17万m3／年
木質ペレット：1千トン／年

３．目標（10年後）

①バイオガス事業

・生ごみ、し尿・合併浄化槽汚泥等を活用したバイオガス発電・熱利

用と副産物の液肥利用

②木質ペレット事業

・林地残材、製材工場等残材等を活用したペレットを製造し、公共施

設及び一般家庭で熱利用

③①、②の事業と連携した様々な派生事業（藻類餌化事業（銀ザケ

の餌に活用）、薬草事業等）

２．事業化プロジェクト

①産業創出：9～10億円
②雇用創出：90～110人
③地域エネルギー創出：約600世帯相当
④ごみ処理施設の財政負担削減：約1億円／年
⑤温室効果ガス削減：1,873 t-CO2/年

４．地域波及効果

構想の概要

・南三陸町、南三陸森林組合、南三陸農業協同組合が中心

となって実施管理を行うとともに、有識者等からなる「南三陸

町バイオマス産業都市評価委員会（仮称）」を立ち上げ、進

捗状況を評価

５．実施体制

・南三陸町震災復興計画（H23）

・南三陸町環境基本計画（H22）

６．その他
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